















無線 LAN とは、文字どおり線（ケーブル）を使わない LAN のことで、物理層レベルで分けて電波を使うものと
赤外線やレーザーを使うものがある。電波方式は1992年に電波法により2.4GHz帯及び19GHz帯の技術規格















※1 アクセスポイント（ACCESS POINT、AP） 
アクセスポイントは有線ネットワークと無線ネットワークの橋渡しを行うものを指す。これらの機能のほか、セグメント間ブリッジ機能
や IP トンネル機能を有するなど、無線ネットワークの多様性や大規模化に欠かせない。 
※2 ユーザユニット 


















※3 ESSID（Extended Service Set ID） 
F-SAS Instantwave11EXシリーズにおけるESSIDとは、所属する無線LANネットワークの名称のようなもの。この名称が異なる無
線端末間は通信できない。 逆に ESSID を別の名称にすれば無線ネットワークを分割することができる。 
 
※4 WEP（Wired Equivalent Privacy） 
WEP とは、IEEE802.11bや IEEE802.11a無線LANで使用される暗号化仕様の総称である。実際にデータを暗号化する際に用
いられるのは、米 RSA Security社が開発した共有鍵暗号RC4 で、これと組み合わせる鍵生成メカニズムなどを含めて、WEPが構
成されている。WEP を使用するには、ユーザーが暗号化の「KEY（鍵）」となるASCII 文字列を決めて、それをクライアントとアクセス









平板システムは、ペンコンピュータ（タッチパネル式の携帯型パソコン、富士通 FM ペンノート モデル T1）とトー
タルステ シーョンと呼ばれるデー タコレクト機能付きの距離・角度測定器（セオドライトやトランシットと呼ばれる器
械の上等なもの、T OP C O N ノンプリズム型光波距離計 GPT-2005F）、およびペンコンピュー タとトー タルステー
ションの間で（無線）通信を行う機器（M r.サムライ）から構成される。ソフトウェアは測量計算 CAD システム（福井



















    
 Figure 1 ユーティリティーソフトを起動した状態         Figure2 無線通信が可能な状態 






測定は、平成 15 年 2 月 7日（金）午後 4 時から行った。この日は朝から晴天であったが、週初めの降雪によ
って陸上競技場一面に約 5cmの積雪が認められた。気温は約9度、湿度は37%、気圧は 1017hPaであった。 
Figure 3は本校全域の地形図である。ディジタル地形測量システムに含まれるソフトウェア（BRUETREND Win 


























































 Figure 3 無線LANアクセスポイントの位置（◎がアクセスポイント、●は信号強度の測定位置） 
 
 
Figure 4 測定結果（●は測定位置、数値は信号強度、コンター は信号強度を5秒間隔で求めたもの） 
